
浅海地区タウンミーティングでいただいた意見等と市の回答
	☆
	項　目
	意　見　の　内　容
	対応可能性と

対応時期
	対応策または

不可能な理由等
	担当課

	1
	商業振興
	あさなみマートを再開してほしい。

	□可　能

□対応済
□今年度中
□次年度以降

□検討中
□不可能

■その他
	空き店舗等の活用については、機会あるごとに様々な商業事業者に対して出店の検討をお願いしています。
身近に買い物ができる環境を整備していくことは大事なことですが、出店等には事業採算性も重要ですので、今後も出店者と地域の皆さん双方の立場や意向を十分考えて、民間事業者に働きかけたいと考えています。

地域の実情を理解している地元の方が「あさなみマート」跡地で出店等されるのであれば、融資や利子補助金等の支援制度がありますので、地域経済課へお気軽にご相談ください。
	地域経済課

鴻上 哲史

948-6548

	2
	商業振興
	コンビニを作ってほしい。

	□可　能

□対応済
□今年度中
□次年度以降

□検討中
□不可能

■その他
	コンビニなど身近に買い物ができる環境を整備していくことは大事なことですが、出店等には、事業採算性も重要ですので、出店者と地域の皆さん双方の立場や意向を十分考えながら、民間事業者に働きかけたいと考えています。
国では、買い物弱者対策の事業を複数用意し、民間事業者等への援助もありますので、地域経済課へお気軽にご相談ください。
	地域経済課

鴻上 哲史

948-6548

	3
	河川
	浅海地区には、水門が７カ所ある。そのうち2カ所は自動、そのほかを手動から自動にできないか。

	□可　能
□対応済

□今年度中

□次年度以降

■検討中

□不可能

□その他
	電動化されていない水門のうち、仙波川樋門については、管理者の愛媛県から「地元の方からの要望があれば電動化の検討を行います」との回答を得ました。中予地方局特定事業課（℡909－8777）へお問い合わせください。
そのほかの水門については、地元関係者と現地立会を行い、利用状況や操作方法を確認させていただきました。現在、今後の対応方法について検討しています。
	下水道サービス課

尾崎　隆輝

948-6538

	4
	防災
	津波が来たらすぐ避難できる場所や道を作ってほしい。

	□可　能

□対応済
□今年度中
□次年度以降

□検討中
□不可能

■その他
	平成25年6月10日に愛媛県が公表した南海トラフ巨大地震の被害想定の調査報告は、松山市の最大震度は7、最大津波高は3.9m（由良港）、震源域からの直接的な津波の影響は、松山港で約115分後と予想されています。それまでに津波が達する恐れのない、ＪＲ予讃線から東側、山の方向（標高の高い場所）に避難することが適切です。
松山市のホームページから標高マップシステムを見ることができます。日頃から正確な標高を確認し、正しく恐れ適切な避難ができるよう、避難場所・避難経路等の確認などをお願いします。
災害により地域が孤立した場合は、松山市地域防災計画に基づき、ヘリコプターの出動要請を行うなど、空路、海路等を活用し、さまざまな手段で物資の緊急輸送を行うことにしています。大規模な災害に備えて、家庭でも日頃から一週間分程度の食料や飲料水などの備蓄をお願いします。
避難するために使う生活道路の整備・拡幅については、沿線の皆さんの土地の提供等のご協力が必要です。地元の土地改良区や町内会等お世話をされている方から地域の意見をまとめた「事業要望書」を提出していただき、交通量、緊急性、通学路の指定の有無等により優先順位を決定し、順次工事を行っています。

生活道路の整備に対するご要望や申請方法については、道路建設課までご連絡ください。
	危機管理担当部長付

矢野　秋文

948-6793

道路建設課

一色　芳朗

948-6464


	5
	道路整備
	小学校から原側までの道を延長して、本谷側とつないでほしい。


	□可　能

□対応済
□今年度中
□次年度以降

□検討中
□不可能

■その他
	浅海小学校の東側の市道浅海小学校2号線から市道大久保子持線までの間を、ＪＲと並行して約270ｍ、市道を新設するには、道路用地として土地を提供していただく方々のご協力が必要になります。

各区長や地権者の方々など、地域の皆さんでご相談いただけたらと思います。

生活道路の整備に対するご要望については、道路建設課までご連絡ください。
	道路建設課

一色　芳朗

948-6464

	6
	道路整備
	市道立岩浅海線の舗装を改修してほしい。サンセットゴルフ場の侵入道路の改修も国体までに早急に計画して着工してほしい。

	■可　能

□対応済
■今年度中
□次年度以降

□検討中
□不可能

■その他

	市道立岩浅海線の舗装については、タウンミーティング終了後の平成26年4月24日（木）に地元区長さんと現地立会を実施し、改修が必要と思われる区間の打合せを行いました。

現在、工事に着手しており、6月中旬頃に完了する予定です。
また、ゴルフ場への進入道路の整備については、協議した結果、幅員が4.5ｍ程度あり舗装されていること、通行者がゴルフ場利用者に限定されることなどの理由から、平成25年度に松山市が生活道路として整備することは難しいことを回答しています。
なお、平成25年度にゴルフ場の方から、自らが道路を整備した場合の市道認定について相談があり、道路を基準に適合するよう整備した場合は、道路管理課が松山市道として維持管理できることを説明しています。
	道路管理課
浮田　達也

948-6834

道路建設課

一色　芳朗

948-6464


	7
	施設整備
	高縄山頂に婦人用の洋式トイレをお願いしたい。

	□可　能

□対応済
□今年度中
□次年度以降

□検討中
□不可能

■その他
	現在、高縄山の山頂付近のトイレは、駐車場から徒歩５分の「高縄寺」と車で３分のところにある「高縄山総合作業所」の２か所にあります。その内、「高縄山総合作業所」のトイレは、洋式トイレが設置されています。
松山市では、駐車場に「高縄山総合作業所」のトイレを表示する看板を設置し、登山客や行楽客などへの案内に努めています。
駐車場へのトイレの整備については、かねてから地元の要望もあることから、給排水の問題や費用対効果を含め、調査研究しています。
	坂の上の雲

まちづくりチーム

佐伯　文男

948-6991

	8
	子育て支援
	北条校区に児童館の設置をお願いしたい。

	□可　能

□対応済
□今年度中
□次年度以降

■検討中
□不可能

□その他
	松山市では、市内７か所に児童センター・児童館を設置しています。児童館は、各地域のバランスを考慮しながら東西南北の各方面に核となる施設を設け、近隣地域をカバーする形で整備しています。

後期まつやま子育てゆめプランでは、さらに１箇所の整備を計画しています。今後、既存施設からの距離や子どもの数など地域のバランスを考えて、設置箇所を選定する予定です。

既存の児童館からの距離を考えると北条地域は有力な候補地の一つとして捉えています。北条地域の各地区からまとまった要望が寄せられていますので、北条地域の皆さんの思いと行政の考えをすり合わせる場をできるだけ早い時期に開催するため、準備を進めています。
	子育て支援課

尾崎　央
648-6411

	9
	空き家対策
	空き家対策として、松山市の取り組みの現状を教えてほしい。

	□可　能

□対応済
□今年度中
□次年度以降

■検討中
□不可能

□その他
	空き家対策については、平成25年度から「適正管理」「予防・有効活用」を調査・研究するワーキンググループを設置し、懸案事項や現状について調査・検討を行っています。
適正管理については、「空き家適正管理条例」の制定に向けて取り組んでおり、撤去の費用や撤去後の固定資産税の取扱い、また有効活用について、さらに検討していきたいと考えています。
	住宅課
高塚　定知
948-6934

	10
	防災
	浅海に避難所の備蓄がどれぐらいあるのか。ライフラインなどの確保について教えてほしい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	□可　能

□対応済
□今年度中
□次年度以降

□検討中
□不可能

■その他
	現在、松山市では、南海地震に備えて約６万食の食糧や飲料水のほか、毛布や紙おむつ、生理用品、日用品等を市内５箇所の防災備蓄倉庫（中央公園、東部備蓄倉庫、西部備蓄倉庫、北部備蓄倉庫、水防センター）等に備蓄しています。

備蓄物資が不足した場合等は、松山市と物資等提供の協定を結んでいる市内業者に要請し、迅速に供給することにしています。

災害時には、自分の身は自分で守るためにも、防災マップなどを参考に、ご家庭でも長期保存できる食糧や防災グッズなどの備えをお願いします。

ライフラインについては、通信環境も非常に重要で、浅海地区では、避難所となる集会所などにデジタル防災行政無線を7か所整備し、市災害対策本部と通話による情報伝達が可能になります。

また浅海小学校と浅海公民館へは、インターネットができる公衆無線ＬＡＮ環境を整備しています。あわせて停電時に活用できる発電機を避難所となる小学校へ配備しており、今後は中学校等へも整備する予定です。
	危機管理担当部長付

矢野　秋文

948-6793

	11
	公園
	新畑海岸の辺りに季節で楽しめる公園がほしい。

	□可　能

□対応済
□今年度中
□次年度以降

□検討中
□不可能

■その他
	地域の皆さんから新たな公園整備の要望がある場合、周辺環境や既設公園との配置等一定の基準や、財政面や費用対効果などを総合的に判断して設置しています。しかし、浅海地区の公園の整備状況や現在の厳しい財政状況のもとでは、新たな公園を整備することは難しいと考えています。今後は既存公園の新たな魅力を創出していくなどの努力をしたいと思います。
	公園緑地課
菅　正人

948-6497

	12
	道路整備
	浅海の住宅密集地に防災用道路を作りたい。

	□可　能

□対応済
□今年度中
□次年度以降

□検討中
□不可能

■その他
	避難するために使う生活道路の整備・拡幅については、沿線の皆さんの土地の提供等のご協力が必要です。地元の土地改良区や町内会等お世話をされている方から「事業要望書」を提出していただき、交通量、緊急性、通学路の指定の有無等により優先順位を決定し、順次工事を行っています。

浅海の海岸に近い住宅密集地の道路は、道幅が狭く（２～３ｍ程度）、住宅が道路に接近しているため、土地の提供に加え、塀・軒さらには建物自体が支障となることも予想されます。生活道路として整備するには、各所有者の同意のほか、財政面も含めそれぞれの条件をクリアしていくことが必要です。

なお、現在、生活道路等を新たに整備する場合には、建築基準法の道路後退（建物を建築する場合、道路の中心から２ｍ後退する）の考え方を基に４ｍまでの道路幅員については、寄付していただいています。用地買収のご提案は、これら制度上の問題や、厳しい財政状況の中で難しいと思いますが、市民の皆さんからの要望に数多く応えていくために他市の事例等調査研究したいと考えています。
	道路建設課

一色　芳朗

948-6464
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